















Manufacturing a production project using the most advanced 3D printer
Shinichi ETOH＊1
Abstract
This study discusses the development of monozukuri by comparing the specifications and output models of the most
advanced 3D printer with that of the 3D printers introduced at Kurume Institute of technology. It is essential for the
students studying manufacturing at our university to physically interact with advanced manufacturing equipment. We
believe that such interactions will stimulate the interest of students in manufacturing innovative products and will
encourage new developmental possibilities.


























































































⒜ Blade‐1での出力手順 ⒝ da Vinci1．0AiOでの出力手順




























































サポートOS Windows7＋（for PC），Mac:OS Ⅹ10．8（Mountain Lion）以上
サポートファイル . stl, XYZ 形式（．3wm）
図13 Nobel1．0
8．光造形型3Ｄスキャナの低価格化
図13および表3は，XYZプリンティングジャパン製の3Ｄプリンタ，Nobel1．0の全体像と仕様表である．Nobel1．0
は，紫外線レーザーでレジンを硬化させる光造形（SLA）方式の3Ｄプリンタである．よりなめらかで精密な造形を可
能にし，自由な発想のデザインを形にすることで出来る．フィギュアやジオラマ作成などの趣味の分野から，建築事務
所やデザイン事務所でのモデル製作や製造業での試作製作など，ものづくりの現場でも十分対応できるミドル・ハイモ
デルである．この3Ｄプリンタも光造形（SLA）方式の3Ｄプリンタとしては，低価格なモデルである．今回，この3
Ｄプリンタも導入したが，光学的アプローチによる造形物の作製ということで，軸調整や照射光のコントロールがうま
くいっていない．また光硬化性樹脂は有機系溶媒（エタノール等）によって，希釈されていることもあり，臭いが生じ
てしまうため，屋内で設置する際には，換気などの設備が常時運転している環境が必要となることがわかった．そういっ
た点をクリアできれば，前述の熱溶解樹脂積層型立体プリンタ以上に高精度な3Ｄモデルを作製する環境が実現する．
9．ま と め
本テーマにおいて，最先端3Ｄプリンタ機器を実際に使用し，ものづくりセンターにて使用していた3Ｄプリンタ
（Blade‐1）と比較することで，ものづくり機器の進歩の速さを体感することができた．実際に手軽さ，セッティング
の容易さ，3Ｄモデルの精度，ソフトウェアの充実など様々な点で，優れた機器へと進歩していた．一方で，その便利
さゆえに，3Ｄプリンタの原理の理解や温度制御の難しさ，出力する際の注意などを体感せぬまま，思い思いの3Ｄモ
デルが出力される点は，検討が必要かもしれない．なぜなら「ものづくり精神を培う」という久留米工業大学の教育理
念において，盲目的に機器を導入し，ものづくり教育に用いるかどうかは考えなければならないポイントであると考え
る．しかしながら，より正確できれいな3Ｄモデルが出力できる da Vinci1．0AiOを含めた最新3Ｄプリンタは，「もっ
といろいろなものをつくってみたい」という気持ちにさせてくれるものづくり機器であり，創造意欲への刺激になる．
そういった意味では，3Ｄプリンタの基礎的な考え方から取り扱い，3Ｄモデル出力の練習といった部分を現行の
Blade‐1で行い，それを受け，しっかりと自分の意思で次の製作物に取り掛かりたいと思った学生に対しては，da Vinci
1．0AiOを使い，より正確な3Ｄモデルを作る環境を与えることは，大変，有意義であると考える．今後も「ものづく
り演習Ⅰ」での実習だけでなく，様々な講義・卒業研究などに3Ｄプリンタを生かし，新しい実践的教育につながるこ
とを期待したい．
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